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2023年6⽉26⽇に、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）は、設⽴後初め
ての基準となる、以下のIFRSサステナビリティ開⽰基準を公表しました

IFRS S1号「サステナビリティ関連財務情報の開⽰に関する全般的要求事項」
（以下、「IFRS S1号」という。）
IFRS S2号「気候関連開⽰」 （以下、「IFRS S2号」という。）

IFRS S1号「サステナビリティ関連財務情報の開⽰に関する全般的要求事項」の
概要を、以下の3つに分けてご説明いたします

全体概要、概念的基礎
コア・コンテンツ
全般的要求事項、判断、不確実性及び誤謬、発効⽇及び経過措置
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本資料の⽬的

2023年6⽉26⽇にIFRS財団から公表された次の基準及び付随するガイダンスを、サステナビリティ基準委員会事務局が仮訳し、本資料に反映
しています
• IFRS S1 General Requirements for Disclosure of Sustainability-related Financial Information
• IFRS S2 Climate-related Disclosures
なお、本資料では、開⽰を⾏うに際して、特に有⽤であると当事務局が判断した事項を記載しています（そのため、すべての事項について記載して
いるわけではありません）
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コア・コンテンツ*

概念的基礎
全般的要求事項

判断、不確実性及び誤謬

⽬的
範囲

戦略
リスク管理

指標及び⽬標

ガバナンス

コア・コンテンツ*

⽬的
範囲

戦略
リスク管理

指標及び⽬標

ガバナンス

IFRS S1号は、①サステナビリティ関連の開⽰を作成する際の、基本的な事項を定め
た部分と、②テーマ別基準がない場合に、サステナビリティ関連のリスク及び機会に関
して開⽰すべき事項（コア・コンテンツ）を定めた部分とで構成されている

IFRS S1号 全般的要求事項

①

②

IFRS S2号 気候関連

(*)コア・コンテンツの要求事項は、TCFD（⾦融安定理事会（FSB）による気候関連財務開⽰タスクフォース）提⾔を基礎としている。
2024年よりTCFDに関するモニタリングの責任がISSBに移管され、TCFDは発展的に解消される予定である。

IFRS S1号とIFRS S2号の構成
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⽬的 利⽤者*1が企業へのリソースの提供に関する意思決定を⾏うにあたり有⽤な、
サステナビリティ関連のリスク及び機会に関する情報を開⽰すること

範囲 IFRSサステナビリティ開⽰基準に従いサステナビリティ関連財務開⽰を作成し報
告するにあたり適⽤（関連する財務諸表が準拠する会計基準（GAAP）によらない）

概念的
基礎

適正な表⽰ 企業の⾒通しに影響を与えることが合理的に⾒込まれる
サステナビリティ関連のリスク及び機会*2を適正に表⽰

重要性
（Materiality）

企業の⾒通しに影響を与えることが合理的に⾒込まれる
サステナビリティ関連のリスク及び機会に関して、重要性が
ある情報を開⽰

報告企業 サステナビリティ関連財務開⽰の報告企業は、関連する
財務諸表と同じ報告企業

つながりのある
情報

情報が関連する項⽬の間、サステナビリティ関連財務開⽰
内、及びサステナビリティ関連財務開⽰と財務諸表等との
つながり

*1 「⼀般⽬的財務報告書の主要な利⽤者」をいう
*2 「短期、中期⼜は⻑期にわたり、企業のキャッシュ・フロー、当該企業のファイナンスへのアクセス⼜は資本コストに

影響を与えることが合理的に⾒込まれる、すべてのサステナビリティ関連のリスク及び機会」をいう

概要（1/3）
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コア・
コンテンツ

ガバナンス サステナビリティ関連のリスク及び機会をモニタリングし、管理し、
監督するためのガバナンスのプロセス、統制及び⼿続を開⽰

戦略 サステナビリティ関連のリスク及び機会を管理するための戦略
を開⽰

リスク管理 サステナビリティ関連のリスク及び機会を識別し、評価し、
優先順位付けし、モニタリングするプロセスを開⽰

指標及び⽬標 サステナビリティ関連のリスク及び機会に関連するパフォー
マンスを開⽰

全般的
要求事項

ガイダンスの
情報源

サステナビリティ関連のリスク及び機会を識別するため、「IFRS
サステナビリティ開⽰基準」を適⽤するとともに、「SASBスタン
ダード」の開⽰トピックを参照し、その適⽤可能性を考慮

識別したサステナビリティ関連のリスク及び機会に関する開⽰
を識別するため、当該リスク⼜は機会に具体的に適⽤される
「IFRSサステナビリティ開⽰基準」を適⽤
適⽤される基準がない場合は、「SASBスタンダード」の開⽰
トピックに関連する指標を参照し、その適⽤可能性を考慮

概要（2/3）
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全般的
要求事項
（続き）

開⽰の
記載場所 ⼀般⽬的財務報告書の⼀部として提供

報告の
タイミング

サステナビリティ関連財務開⽰は、関連する財務諸表と同時
に報告し、かつ関連する財務諸表と同じ報告期間を対象

⽐較情報 開⽰するすべての数値について、前期に係る⽐較情報を開⽰

準拠表明 「IFRSサステナビリティ開⽰基準」のすべての要求事項に
準拠しない限り、準拠表明はできない

判断、
不確実性
及び誤謬

判断
サステナビリティ関連財務開⽰を作成する過程で⾏ったもの
のうち、最も重⼤な（significant）影響を与える判断に関する
情報を開⽰

測定の
不確実性

サステナビリティ関連財務開⽰で報告される数値に影響を与
える最も重⼤な（significant）不確実性に関する情報を開⽰

誤謬
重要性がある（material）過去の期間の誤謬について、実務
上不可能でない限り、開⽰された過去の期間の⽐較対象の
数値を修正再表⽰して訂正

概要（3/3）
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⽬的
利⽤者が企業へのリソースの提供に関する意思決定を⾏うにあたり有⽤な、当該企業の
サステナビリティ関連のリスク及び機会に関する情報を開⽰することを当該企業に要求す
る

企業の⾒通しに影響を与えることが合理的に⾒込まれるサステナビリティ関連のリスク
及び機会に関する情報を開⽰することを企業に要求する

⽬的
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概念的基礎

報告企業

報告企業
サステナビリティ関連財務開⽰は、関連する財務諸表と同じ報告企業に関するものである

報告企業
親会社�
⼦会社�
⼦会社�
・・・

サステナビリティ関連
財務開⽰ 財務諸表

サステナビリティ関連財務開⽰と財務諸表は
いずれも同⼀の主体に関する情報を開⽰する報告書

関連する

報告企業の
サステナビリティ関連の

リスク及び機会に関する
情報を報告

報告企業の
財政状態、財務業績及び
キャッシュ・フローに関する

情報を報告
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概念的基礎

合理的で裏付け可能な情報

サステナビリティ関連の
リスク及び機会の識別

バリュー・チェーンの
範囲の決定

予想される財務的影響
に関する開⽰の作成

報告⽇時点で過⼤なコスト及び労⼒をかけずに利⽤可能な、すべての合理的で
裏付け可能な情報を⽤いる
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報告企業のビジネス・モデル及び当該企業が事業を営む
外部環境に関連する、相互作⽤、リソース及び関係の全範囲

10

バリュー・チェーンを通じてのリスク及び機会の範囲の再評価
次の場合に、バリュー・チェーンを通じて影響を受けるすべてのサステナビリティ関連のリスク
及び機会の範囲を再評価する（毎年再評価することは求められていない）
• 重⼤な事象が発⽣した場合
• 状況に重⼤な変化が発⽣した場合

親会社A

⼦会社B ⼦会社C

報告企業

バリュー・チェーンの範囲

概念的基礎

バリュー・チェーンを通じてのリスク及び機会の範囲の再評価
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重要性
企業の⾒通しに影響を与えることが合理的に⾒込まれるサステナビリティ関連のリスク及び
機会に関して重要性がある（material）情報を開⽰する（次⾴参照）

サステナビリティ関連財務開⽰の⽂脈において、情報は、それを省略したり、誤表⽰したり、
不明瞭にしたりしたときに、利⽤者が、財務諸表及びサステナビリティ関連財務開⽰を含
む、特定の報告企業に関する情報を提供する当該報告書に基づいて⾏う意思決定に、
当該情報が影響を与えることが合理的に⾒込まれる場合には、重要性がある

概念的基礎

重要性（materiality）
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サステナビリティ関連のリスク及び機会

開⽰要求の識別

企業の⾒通しに影響を与えることが合理的に⾒込まれる
すべてのサステナビリティ関連のリスク及び機会

「IFRSサステナビリティ開⽰基準」に基づく
サステナビリティ関連財務開⽰

企業の⾒通しに影響を与えることが合理的に⾒込まれる
すべてのサステナビリティ関連のリスク及び機会に関する情報

リスク及び機会の識別

重要性の判断

概念的基礎

重要性がある情報の識別プロセス
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商業上の機密情報
限定的な状況において、サステナビリティ関連の機会についての情報が商業上の機密で
あると判断した場合、企業はその情報を企業のサステナビリティ関連財務開⽰から省略す
ることが容認される

情報を省略するための条件
• 当該情報が⼀般に利⽤可能ではない
• 経済的便益を著しく毀損することが合理

的に⾒込まれる
• 経済的便益を著しく毀損することなく、

情報を開⽰することが不可能である

情報を省略した場合の追加の要求事項
省略したそれぞれの情報項⽬について︔
• 省略した旨を開⽰する
• 各報告⽇時点で、当該情報が依然とし

て省略可能かどうかを再評価する

概念的基礎

重要性－商業上の機密情報
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つながりのある情報
サステナビリティ関連財務開⽰が関連する財務諸表を識別する

サステナビリティ関連財務開⽰の作成に⽤いるデータ及び仮定は、関連する財務諸表の
作成に⽤いるデータ及び仮定と整合させる（財務諸表が準拠する会計基準を考慮した上で
可能な限り）

つながりを理解できるようにする情報を提供する
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概念的基礎

つながりのある情報




